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２０２6年は午年！  

　今年は十二支の７番目にあたる午

(うま)年です。

　古来より馬は、力強さや行動力、

躍動の象徴とされてきました。その

ことから、午年は新たな挑戦に踏み

出す年、活気に満ちた飛躍の年にな

るといわれています。午年にあやかり、今年も皆さんが

健康で活力あふれる一年を過ごされ、目標に向かって大

きく前進し、実り多い成果を得られますことをご祈念申

し上げます。

　今回は、北見地区小泉の市田信一さんが飼育する２頭

のポニーに登場してもらいました。市田さんは、自ら運

営する蓮池を訪れてくれる方々に動物と触れ合う機会を

提供したいとの思いから、20年ほど前にポニーの飼育を

始めました。現在は５歳と４歳の兄弟ポニーを飼育して

おり、多くの来場者に親しまれています。名前は特に決

まっていませんが、訪れる人それぞれが思い思いの名前

で呼んでいるそうです。人と触れ合うことに慣れていま

すが、やはり一番なついているのは飼い主の市田さん。

市田さんの車の音が聞こえると、嬉しそうに走り寄って

きます。取材当日は、市田さんに連れられ草原を元気

いっぱいに駆け回る姿が印象的でした。

　2026年が皆さんにとって素晴らしい１年となりますよ

うに。

情熱満ちた開拓の年に
　

近
年
、
当
Ｊ
Ａ
管
内
で
も
降
雪
が
遅
い
中
、

雪
が
う
す
く
積
も
っ
た
12
月
上
旬
。
晴
天
の
朝

が
訪
れ
そ
う
な
予
感
が
し
、
前
日
21
時
頃
に
相

内
方
面
で
の
撮
影
を
決
め
ま
し
た
。
12
月
８
日

の
５
時
30
分
頃
出
発
し
、
車
を
走
ら
せ
る
こ
と

30
分
。
ふ
と
、
玉
ね
ぎ
集
出
荷
施
設
の
明
か
り

が
目
に
入
り
、
「
日
本
一
を
誇
る
玉
ね
ぎ
集
出

荷
施
設
の
朝
の
様
子
を
読
者
へ
お
届
け
し
た

い
」
と
の
思
い
が
よ
ぎ
り
、
ス
タ
ン
バ
イ
。
通

常
業
務
を
行
っ
て
い
る
北
見
通
運
㈱
の
職
員
の

方
に
も
快
く
承
諾
し
て
い
た
だ
き
、
撮
影
を
開

始
。
日
の
出
予
定
は
６
時
48
分
で
し
た
が
、
な

か
な
か
日
の
出
が
見
え
ず
心
配
し
な
が
ら
待
っ

て
い
る
と
、
７
時
10
分
頃
、
待
ち
に
待
っ
た
太

陽
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
実
は
日
の
出
の
瞬
間

は
見
た
こ
と
が
な
く
、
秒
単
位
で
変
わ
っ
て
い

く
幻
想
的
な
風
景
に
氷
点
下
３
度
の
寒
さ
を
忘

れ
、
「
す
ご
い
！
」
と
連
呼
し
な
が
ら
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
６
年
の
干
支
は
「
丙
午
（
ひ
の
え
う

ま
）
」
で
す
。
「
丙
」
は
太
陽
・
情
熱
・
勢
い
、

「
午
」
は
活
発
・
行
動
力
・
勝
負
と
い
う
意
味

か
ら
「
挑
戦
・
開
拓
の
年
」
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
は
何
か
一
つ
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
皆
様
に
と
っ
て

素
敵
な
１
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

▲12月８日、６時10分の朝焼けグラデーション
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年
頭
の
ご
挨
拶

きたみらい農業協同組合

大 坪 広 則

代表理事組合長

組
合
員
と
Ｊ
Ａ
が
一
体
と
な
り
、

      
課
題
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
組
合
員
の
皆

様
を
は
じ
め
、
ご
家
族
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
令
和
８

年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
様
に
は
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
事
業
運
営
に
対

し
日
頃
よ
り
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
感

謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
丙
午
（
ひ
の
え
う
ま
）
で
あ
り
ま
す
。  

　

十
干
の
「
丙
」
は
太
陽
の
よ
う
な
明
る
さ
と
情
熱
を
表

し
、
十
二
支
の
「
午
」
は
勢
い
と
行
動
力
を
意
味
す
る
馬

を
象
徴
し
て
お
り
ま
す
。  

　

馬
は
古
来
よ
り
人
を
運
び
、
田
畑
を

耕
す
力
強
い
存
在
で
あ
り
、
丙
午
の
年

は
燃
え
立
つ
炎
の
ご
と
く
活
力
に
満
ち
、

情
熱
を
も
っ
て
挑
戦
し
前
進
す
る
年
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
転
じ
て
、
丙
午
は

新
し
い
道
を
切
り
拓
き
、
困
難
を
乗
り

越
え
て
未
来
へ
駆
け
抜
け
る
「
飛
躍
」
の

年
を
意
味
す
る
と
も
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
こ
の
午
年
に
あ
や
か
り
、
農

業
に
お
い
て
も
力
強
く
挑
戦
を
重
ね
、
情

熱
を
も
っ
て
新
た
な
可
能
性
を
切
り
拓

く
こ
と
で
、
地
域
の
発
展
と
輝
か
し
い
成

果
を
実
ら
せ
る
一
年
と
な
る
こ
と
を
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
営
農
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
３

月
の
気
温
が
平
年
を
下
回
っ
て
推
移
し
た
た
め
、
融
雪

期
は
平
年
よ
り
４
日
遅
れ
と
な
り
、
４
月
以
降
は
気
温

が
高
か
っ
た
も
の
の
、
低
気
圧
の
影
響
に
よ
り
降
雨
が

多
く
、
各
作
物
の
植
え
付
け
作
業
は
平
年
よ
り
約
4
日

遅
れ
て
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
の
異
常
気
象
が
常
態

化
す
る
中
、
以
降
の
気
象
経
過
は
高
気
圧
に
覆
わ
れ
て

晴
天
の
日
が
多
く
、
き
た
み
ら
い
全
域
で
は
長
期
に
わ

た
り
高
温
・
干
ば
つ
傾
向
が
続
い
た
影
響
に
よ
り
、
各

作
物
の
生
育
は
前
倒
し
と
な
り
、
収
量
や
品
質
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
馬
鈴
し

ょ
お
よ
び
玉
ね
ぎ
と
も
に
、
６
月
中
旬
の
降
雨
以
降
、

約
40
日
間
纏
ま
っ
た
降
雨
が
な
か
っ
た
こ
と
や
記
録
的

な
高
温
に
よ
り
、
収
量
・
品
質
に
災
害
級
の
影
響
が
及

ぶ
深
刻
な
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

酪
農
情
勢
に
つ
い
て
は
、
生
産
抑
制
脱
却
の
中
、
生

乳
代
金
で
は
６
月
に
加
工
乳
、
８
月
に
飲
用
乳
向
け
の

乳
価
が
改
定
さ
れ
、
依
然
と
続
く
配
合
飼
料
の
高
止
ま

り
、
生
産
資
材
の
高
騰
と
い
う
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

生
産
意
欲
が
増
す
環
境
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
個
体

販
売
は
、
生
産
基
盤
の
回
復
に
よ
り
需
要
が
あ
る
も
の

の
、
全
国
的
に
酪
農
家
戸
数
の
減
少
に
よ
り
市
場
へ
の

出
品
頭
数
が
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
粗
飼
料
は
春
先
か

ら
1
番
草
ま
で
は
天
候
に
恵
ま
れ
昨
年
に
引
き
続
き
良

質
粗
飼
料
を
確
保
で
き
ま
し
た
が
、
２
番
草
・
デ
ン
ト

コ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
高
温
、
大
干
ば
つ
の
影
響
を
受

け
、
年
明
け
以
降
の
乳
牛
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
不
安
を

感
じ
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
環
境
下
で
あ
り
な
が
ら
、
農
畜

産
物
供
給
に
努
め
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
、
組
合
員

皆
様
の
長
年
に
わ
た
る
生
産
基
盤
の
整
備
と
営
農
努
力

の
賜
物
と
深
く
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関

の
ご
指
導
・
ご
協
力
に
対
し
、
衷
心
よ
り
感
謝
と
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
農
業
・
農
協
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
近
年
の

気
候
変
動
等
に
よ
る
自
然
災
害
の
多
発
や
栽
培
適
地
の

変
化
、
円
安
基
調
の
継
続
や
国
際
紛
争
等
に
起
因
す
る

資
材
価
格
の
高
止
ま
り
が
農
業
経
営
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
お
り
、
農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

な
変
革
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
国
内
で
は
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
一
層

進
み
、
農
業
・
物
流
分
野
の
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
、

地
域
社
会
の
持
続
性
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
日
本
初
の
女
性
総
理

が
誕
生
し
「
責
任
あ
る
積
極
財
政
で
前
に
進
め
る
政
治
」

を
発
信
し
て
い
ま
す
し
、
加
え
て
、
農
林
水
産
大
臣
が
需

要
に
応
じ
た
生
産
で
「
生
産
者
、
加
工
、
流
通
、
消
費

者
」
が
納
得
の
行
く
農
林
水
産
行
政
を
創
る
と
掲
げ
て
お

り
、
新
し
い
政
権
に
期
待
を
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

政
府
は
改
正
さ
れ
た
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
に

基
づ
き
、
昨
年
３
月
に
新
た
な
基
本
計
画
を
策
定
し
、

食
料
安
全
保
障
の
強
化
や
環
境
調
和
型
産
業
へ
の
転
換

を
具
体
化
す
る
方
針
で
す
。
初
動
５
年
間
の
集
中
対
策

期
間
に
お
い
て
、
農
業
構
造
の
転
換
を
加
速
さ
せ
、
持

続
可
能
な
農
業
と
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
た
施
策
が

本
格
的
に
展
開
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
７
月
に
実
施
さ
れ
た
参
議
院
議
員
選
挙
に
お
い

て
、
組
合
員
・
Ｊ
Ａ
役
職
員
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

皆
様
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
全
国
農
業
者
農
政
運
動

組
織
連
盟
が
推
薦
し
た
東
野
ひ
で
き
氏
を
国
政
に
送
り

出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
一
歩
を
重
要
な
礎
と
し
、
改
正
基
本
法
に
よ
り

基
本
理
念
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
、
国
民
一
人
一
人

の
食
料
安
全
保
障
の
確
保
や
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
食

料
シ
ス
テ
ム
の
実
現
、
持
続
可
能
な
北
海
道
農
業
の
確

立
に
向
け
て
、
組
合
員
・
Ｊ
Ａ
の
声
を
国
政
に
届
け
る

活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金
（
ゲ
タ
対
策
）

に
関
す
る
ル
ー
ル
が
、
足
下
の
生
産
費
高
騰
を
反
映
す

べ
き
と
の
意
見
を
踏
ま
え
、
平
成
19
年
の
担
い
手
経
営

安
定
法
の
施
行
以
降
、
18
年
間
で
初
め
て
の
見
直
し
に

向
け
て
検
討
が
開
始
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
生
産
者
の
不

安
を
払
拭
し
農
業
者
が
希
望
を
持
ち
続
け
ら
れ
る
よ
う

な
地
域
農
業
の
確
立
と
農
業
所
得
の
向
上
へ
と
つ
な
が

る
よ
う
、
そ
の
動
向
を
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
担
い
手
が
希
望
を
も

っ
て
前
向
き
に
営
農
で
き
る
よ
う
各
種
要
請
活
動
を
継

続
的
に
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
生
乳
生
産
は
、
生
産
抑

制
か
ら
回
復
し
、
増
産
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
飼
料
等

生
産
資
材
価
格
の
高
止
ま
り
と
需
給
緩
和
の
長
期
化
が

依
然
と
し
て
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
積
み

上
げ
て
き
た
生
産
基
盤
を
棄
損
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

牛
乳
・
乳
製
品
の
安
定
供
給
と
酪
農
経
営
の
安
定
に
向

け
、
関
係
先
各
位
の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
生
産
コ
ス

ト
・
在
庫
対
策
等
へ
の
取
り
組
み
を
今
後
も
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
の
使
命
は
、
組
合
員
が
生
産
し
た
安
全
・
安
心

で
良
品
質
な
農
畜
産
物
を
消
費
者
へ
安
定
供
給
し
な
が

ら
、
地
域
社
会
に
も
貢
献
し
、
持
続
的
に
社
会
的
責
任

を
果
た
し
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
組
合
員
の
営
農

と
生
活
を
守
る
こ
と
こ
そ
、
第
一
義
に
あ
る
こ
と
は
申

し
上
げ
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
「
食
料
安
全
保

障
」
の
意
味
を
あ
ら
た
め
て
見
つ
め
直
し
、
地
域
に
暮

ら
す
一
人
ひ
と
り
が
「
量
的
に
も
質
的
に
も
十
分
な
食

料
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
」
よ
う
、
消
費
者
の
方
々
の
ご

理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
農
業
・
Ｊ
Ａ
が
果
た
す
べ

き
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

地
区
事
務
所
再
編
に
向
け
て
は
、
事
務
所
再
編
構
想

（
案
）
に
つ
い
て
お
示
し
し
て
お
り
ま
す
が
、
懇
談

会
・
ア
ン
ケ
ー
ト
で
出
さ
れ
た
組
合
員
各
位
の
ご
意
見

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
課
題
と
対
応
策
に
つ
い
て
検
討

を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
、
組
合
員
の

皆
様
と
Ｊ
Ａ
と
が
一
体
と
な
り
、
「
組
合
員
の
た
め
、

組
合
員
に
よ
る
、
組
合
員
と
と
も
に
」
と
い
う
理
念
の

も
と
「
組
合
員
の
営
農
と
生
活
を
守
る
」
と
い
う
こ
と

を
念
頭
に
置
き
、
第
６
次
地
域
農
業
振
興
方
策
並
び
に

中
期
経
営
計
画
の
達
成
に
向
け
、
「
食
と
み
ど
り
で
繋

が
る
『
み
ら
い
』
の
た
め
に
」
経
営
資
源
と
機
能
の
総

力
を
結
集
し
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
Ｊ
Ａ
運
営
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
方
に
は
、
協

同
組
合
の
意
義
や
組
合
員
の
役
割
に
つ
い
て
あ
ら
た
め

て
振
り
返
っ
て
頂
き
な
が
ら
、
更
な
る
Ｊ
Ａ
へ
の
総
結

集
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
組
合
員
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝

と
、
災
害
・
農
作
業
事
故
が
な
く
豊
穣
の
出
来
秋
を
迎

え
ら
れ
る
こ
と
を
願
い
、
さ
ら
な
る
飛
躍
の
年
に
な
り

ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
致
し
ま
す
。

災
害
級
の
干
ば
つ
と
高
温
の
中
、

      

生
産
者
の
営
農
努
力
に
感
謝

組
合
員
と
Ｊ
Ａ
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
で
、

次
世
代
に
繋
げ
る
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私の夢 と希望

ながはら　　ひろたか

永原　寛崇さん

端野地区・協和

1990年生まれ
（平成２年）

もり や      まさ み

森谷　雅美さん

相内地区・豊田

1954年生まれ
（昭和29年）

健康で豊穣の秋を
迎えたい !!

　昨年は旱魃、高温で畑作物の殆どが減収でし

たが、水稲は平年作を上回った事が幸いでした。

今年は異常気象が起こらない様に願いを込めて、

家族皆が健康で最高の出来秋を迎えたいです

ね‼

やま だ      ゆう と

山田　悠斗さん

北見地区・大和

2002年生まれ
（平成14年）

新たな見え方を大切に、
楽しみながら

　昨年は、毎日のように新しいことを学ぶ日々

でした。今年は、違う見え方や新たな気づきが

あると思います。その新たな見え方を大切に、

楽しんで日々の作業に取り組んでいきます。

かわはた　　のりかず

川畑　師和さん

上常呂地区・広郷

1978年生まれ
（昭和53年）

新しい景色に 　　
　　出会う１年に

　年男の年を迎え、今年も旅を重ねて新しい景

色をたくさん見たいと思います。

　畑を離れた知らない土地でも、自然の力や人

とのつながりを感じることが多く、その経験が

また農業への励みになっています。

　仕事も遊びも心から楽しみ、日々の実りに感

謝しながら、笑顔

で駆け抜ける１年

にしたいです。

かわばた　　てつ や

川畠　鉄矢さん

置戸地区・川南

1990年生まれ
（平成２年）

　今年の干支は午年です。
　新春特集として「年男」「年女」のみな
さんにご協力いただき、新年を迎え、新
たな夢や希望を語っていただきました。

（庄司さん）
体を大切にしながら、家族で健康な１年を
　昨年は女性部の副部長に選ばれ
ましたが、家族の支えもあり楽し
く１年間活動することができました。ここ数年は
盛暑が続いているので、暑さに負けず、昨年以上
に実りのある秋になればと思います。

（武田さん）
実り多い、充実した１年にしたい
　昨年はとにかく暑く、仕事後に飲
むビールが美味しかったです。
　今年は、天候に恵まれ、安定した農業が出来たら
いいですね。また、家族健康で楽しく過ごしたいです。

たけ だ　し　づ　こ

武田志津子さん

留辺蘂地区・泉

1966年生まれ（昭和41年）

しょう  じ  　　あけ み

庄司　明美さん

留辺蘂地区・大富

1978年生まれ（昭和53年）

（藤谷さん）
絵の練習やお手伝いを頑張りたい！
　将来はイラストレーターになりたい
ので、絵が上手になれるように今年は
たくさん描いて練習します！
　おうちのお手伝いでは料理をするのが一番好きで
す。今はお母さんと一緒に野菜を切ったりしている
ので、一人でご飯がつくれるようになりたいです。

（福田さん）
中学校に向けて勉強を頑張りたい！
　来年は中学生になるので、勉強が難し
くなってもついていけるように頑張りた
いです。今年、小学校生活最後なので、特に得意科目の社
会科と算数は良い点を取れるように力を入れたいです。

こん の

今野キクエさん

訓子府地区・大谷

1930年生まれ
（昭和５年）

家族と牛と、　　　
 ともに健やかに！
　昨年は家族や施設職員の皆さんに手助けいた

だきながら、大きな怪我や病気もなく過ごすこ

とができました。今年も無理せず体を動かし、

怪我なく穏やかな毎日を送りたいと思います。

　そして、家族も牛もみんなが健康で、酪農の

仕事が順調に進む１

年になれば嬉しいで

す。

新春
特集
新春
特集

ふじや

藤谷かのんさん

温根湯地区・花丘

2014年生まれ（平成26年）

ふく  だ         み  つき

福田　美月さん

温根湯地区・平里

2014年生まれ（平成26年）

　庄司さんと武田さんはフレミズで出会い、武田さ
んが庄司さんを女性部に勧誘したことがきっかけ
で、一緒にいる時間が増え仲良くなりました。
　一緒にいると笑いの絶えない素敵な関係です☆

美味しい玉ねぎを
作れるようになる！
　昨年は父から経営を移譲し、経営主として新

たな一歩を踏み出しました。農業に対してはこ

れまで以上に主体的に取り組むことを心がけた

１年でした。今春からは新たに玉ねぎを作付け

する予定です。美味しい玉ねぎを作れるように

努力を重ね、公私ともに充実した日々を送れる

ようにより一層頑張

っていきたいと思い

ます！

　昨年は飼料作物の出来があまり良くなく、乳

量にも影響しました。ここ数年なかなか思うよ

うな作物が収穫できていないので、今年こそは

天候にも恵まれて豊作を迎え、乳量も増やせれ

ばと思います。

　また、最近はよく武道を鑑賞しており、武道

の姿勢や精神を参

考に心身を鍛え、

健康に１年を過ご

したいです。

乳量増を目標に、
健康に１年過ごしたい！
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▲麺づくりの様子

〜
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
〜

多
種
項
目
研
修
会
を
実
施

野
町
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
の
「
ラ
ー

メ
ン
の
麺
づ
く
り
」
と
、
運
動
か
ら
物

作
り
ま
で
幅
広
い
研
修
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
会
員
か
ら
は
「
体
を
動
か

す
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
発
散
に
な
っ
た
」

「
好
み
の
食
器
を
作
製
で
き
て
楽
し
か

っ
た
」
と
の
声
が
挙
が
り
、
各
自
の
興

味
を
深
め
な
が
ら
、
会
員
同
士
の
交
流

を
深
め
る
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
研

修
に
な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

は
12
月
１
日
、
多
種
項
目
研
修
会
を
開

催
し
、
会
員
14
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
多
種
類
の
研
修
を
同
日

に
開
催
し
、
会
員
が
興
味
の
あ
る
研
修

に
参
加
す
る
も
の
で
、
今
年
度
で
３
回

目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
当
Ｊ
Ａ
セ
ン
タ
ー
事
務
所

に
て
、
ラ
テ
ン
系
の
音
楽
に
合
わ
せ
て

ダ
ン
ス
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

を
行
う
「
ズ
ン
バ
」
や
、
食
器
を
好
み

に
絵
付
け
る
「
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
」
、
端

▲ポーセラーツの様子

▲オホーツク大会の
　基調講演の様子
◀純農Boyの
　パフォーマンスを
　行う岩渕部員

〜
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
〜

し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
矢
田
目
裕
弥
部
長
を

含
む
各
単
組
の
青
年
部
長
、
北
海
道
農

協
青
年
部
協
議
会
の
遠
藤
洋
志
副
会
長
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
農
協
青
年
部
協
議
会
の
貝

沼
隼
人
会
長
が
登
壇
し
、
フ
リ
ー
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
の
若
林
聖
子
氏
の
司
会
進
行

で
、
食
育
と
農
政
を
テ
ー
マ
に
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

全
道
大
会
は
15
人
が
参
加
し
、
ア
ー

ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
75
㎏
以
下
級
に
箱

木
部
員
が
出
場
。
全
道
か
ら
集
ま
っ
た

猛
者
を
前
に
、
健
闘
し
た
も
の
の
初
戦

敗
退
と
な
り
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
合
同
会
社
Ｃ
Ｇ
Ｏ
ド

ッ
ト
コ
ム
の
竹
野
理
香
子
代
表
（
バ
ブ

リ
ー
氏
）
が
登
壇
し
、
様
々
な
企
業
や

団
体
で
導
入
実
績
が
あ
る｢

ギ
ャ
ル
式

ブ
レ
ス
ト
○｣

に
つ
い
て
講
演
。
そ
の

後
は
地
区
役
員
３

名
と
バ
ブ
リ
ー
氏

と
の
ト
ー
ク
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
ギ
ャ
ル

の
視
点
か
ら
農
業

の
課
題
に
つ
い
て

熱
い
討
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
は
11
月
13

日
に
第
54
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
青
年
部

研
修
大
会
、
12
月
４
日
か
ら
５
日
の
第

74
回
全
道
Ｊ
Ａ
青
年
部
大
会
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
大
会
に
は
23
人
が
参
加

し
、
農
業
・
青
年
部
活
動
に
人
一
倍
熱

い
情
熱
を
持
っ
た
人
を
選
ぶ
純
農
Ｂ
ｏ

ｙ
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
訓
子
府
地
区
の

岩
渕
大
和
部
員
、
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ

大
会
に
端
野
地
区
の
箱
木
敬
亮
部
員
が

エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。
岩
渕
部
員
は

惜
し
く
も
グ
ラ
ン
プ
リ
獲
得
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
片

手
直
上
パ
ス
を
し
な
が
ら
青
年
部
に
対

す
る
想
い
を
Ｐ
Ｒ
し
、
会
場
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。
箱
木
部
員
は
圧
倒
的
な
強

さ
で
決
勝
ま
で
進
出
し
ま
し
た
が
、
惜

し
く
も
決
勝
で
敗
れ
準
優
勝
と
な
り
ま

▲全道大会でアームレスリ
　ングを行う箱木部員（右）

▲講演で食育用絵本を紹介する様子
 （舞台上：安達氏）

〜
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
女
性
部　

部
員
交
流
研
修
会
〜

地
域
の
垣
根
を
越
え
、交
流
深
め
る

と
挨
拶
し
、
来
賓
の
当
Ｊ
Ａ
宮
下
尚
樹

常
務
理
事
は
日
頃
の
女
性
部
活
動
に
対

し
て
の
激
励
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
で
は
、
北
見
市
出
身
の
フ

リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
多
方
面
で

活
動
す
る
安
達
祐
子
氏
が
「
知
っ
て
お

き
た
い
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
食
と
観
光
・
北

見
玉
ね
ぎ
の
魅
力
」
「
心
と
体
の
為
の

季
節
の
養
生
」
の
２
テ
ー
マ
で
講
演
し

ま
し
た
。

　

午
後
の
部
は
「
ボ
ン
ボ
ン
イ
ヤ
リ
ン

グ
・
ピ
ア
ス
づ
く
り
」
「
腰
痛
改
善
・

骨
盤
底
筋
ヨ
ガ
講
座
」
「
お
い
し
い
珈

琲
の
淹
れ
方
講
座
」
の
３
つ
の
研
修
会

を
開
催
。
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
興
味
の

あ
る
内
容
の
講
座
へ
参
加
し
、
更
に
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
女
性
部
は
11
月
27

日
、
北
ガ
ス
市
民
ホ
ー
ル
と
当
Ｊ
Ａ
セ

ン
タ
ー
事
務
所
で
部
員
交
流
研
修
会
を

開
催
し
、
女
性
部
員
71
人
、
フ
レ
ッ
シ

ュ
ミ
ズ
会
員
１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
研
修
会
は
平
成
18
年
か
ら
隔
年
で

開
催
さ
れ
、
今
回
で
10
回
目
。
開
会
に

あ
た
り
、
当
Ｊ
Ａ
女
性
部
の
西
若
か
お

り
部
長
は
「
本
業
で
あ
る
農
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
で
厳

し
さ
が
増
し
て
い
る
な
か
、
皆
さ
ん
も

努
力
の
日
々
を
重
ね
て
い
る
と
思
う
。

本
日
は
皆
さ
ん
の
努
力
を
労
い
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
な
が
ら
地
域
間

の
垣
根
を
越
え
た
交
流
に
繋
が
れ
ば
」

▲珈琲のおいしい淹れ方を学ぶ
　部員

オ
ホ
ー
ツ
ク
＆
全
道
の
青
年
部
大
会
に
参
加

▲東京事務所での意見交換の様子

〜
き
た
み
ら
い
酪
農
青
年
部　

国
内
酪
農
業
視
察
研
修
〜

熊
本
の
牧
場
や
東
京
事
務
所
な
ど
を
視
察

み
ら
い
産
の
食
材
が
使
わ
れ
た
ラ
ン
チ

メ
ニ
ュ
ー
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

２
日
目
は
熊
本
県
に
移
動
し
、
㈱
日

本
リ
モ
ナ
イ
ト
を
視
察
。
阿
蘇
周
辺
で

多
く
採
れ
、
水
質
改
善
や
土
壌
改
良
、

家
畜
飼
料
な
ど
と
し
て
も
活
用
さ
れ
る

リ
モ
ナ
イ
ト
（
黄
土
）
に
つ
い
て
学
習

し
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
熊
本
県
で
畜
産
を
営
む
松

島
牧
場
と
㈲
ナ
ガ
シ
オ
を
視
察
し
、
牛

舎
設
備
や
自
給
飼
料
の
栽
培
・
経
営
の

工
夫
な
ど
を
学
び
、
充
実
し
た
視
察
研

修
と
な
り
ま
し
た
。

　

き
た
み
ら
い
酪
農
青
年
部
は
11
月
11

日
か
ら
14
日
、
東
京
都
と
熊
本
県
を
訪

れ
る
３
泊
４
日
の
国
内
酪
農
業
視
察
研

修
を
行
い
、
11
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
当
Ｊ
Ａ
東
京
事
務
所
を
訪
れ
、

畠
山
所
長
と
川
辺
調
査
役
か
ら
業
務
内

容
を
は
じ
め
と
し
た
事
務
所
の
概
要
の

説
明
を
受
け
た
後
、
酪
農
青
年
部
員
の

抱
え
る
課
題
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ｍ
Ｉ
Ｌ

Ｋ 

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ 

Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
↓

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
を
訪
れ
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
柳
谷
真
吾
氏
か
ら
施
設
の
コ
ン
セ
プ

ト
や
想
い
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
き
た

▲松島牧場の牛舎を見学する部員
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～ＪＡきたみらい東京事務所 通信～ Vol.12

　ＪＡきたみらい青年・女性三組織（青年部・女性
部・フレッシュミズ）は11月21日、当ＪＡ常勤役員と
意見交換会を行いました。この会はＪＡと組織をつ
なぐ定期的な対話の機会創出や連携強化、ＪＡ事業
への理解を深めることなどを目的に例年実施してい
ます。
　この日は三組織の本部三役と常勤役員、職員合わ
せて21人が参加し、地区事務所再編やＪＡへの要望
事項などについて活発に意見を交わしました。
　閉会挨拶で宮下尚樹常務理事は「この意見交換
会に限らず、様々な場面で情報交換や対話の機会を
持っていきたい。今後も気軽に色々な意見を伝えて
もらえれば」と話しました。

▲意見交換会の様子

ＪＡ青年・女性三組織
常勤役員と意見交換会を実施

　当ＪＡは12月４日、10日に令和７年度コンプライ
アンス研修会をセンター事務所で開催し、役職員
387人が参加しました。
　同研修会は、リスクマネジメントとして重要な位
置づけとなっており、令和２年度を除いて平成22年
から毎年１２月に開催しています。
　今年度はＪＡ北海道中央会北見支所の田中主幹
を講師に、職場におけるパワーハラスメントやカス
タマーハラスメントについて学びました。
　また、個人情報の流出を防ぐ情報セキュリティ対
策として業務用パソコンの設定も学びました。
　参加した職員は「今回の研修を受けて気をつけな
ければいけないと意識が高まった。ハラスメントは
身近な問題となりかねないので良い職場環境づくり
を目指して学んだことを活かしていきたい」と話し
ました。

▲研修会の様子

～農業新聞の活用を学ぶ～
　当ＪＡは10月14日と12月９日、食育やサポーターづ
くりの一環として北見藤高校へ出張授業を行いまし
た。この取り組みは、高校生に農業や食へ関心を深
めてもらおうと令和４年度から実施しています。９月
から11月の３か月間、当ＪＡから日本農業新聞を提供
し、興味のある記事に対してレポートを作成します。
　授業では、当ＪＡ担い手グループ職員から地域農
業の特徴や農業が全国的に及ぼす影響などについ
て、日本農業新聞北海道支所の阪上支所長から同紙
を活用した情報収集や文章の書き方について説明
しました。

▲授業の様子

藤高校で出前授業

▲チラシと
　各店舗の売場の様子

～Aコープ全農グループフェアで期間限定販売！～

首都圏における『ゆめいころ』のブランディングについて

　現在、「男しゃく」の後継品種として、「ゆめいころ」を令和10年の全量切替えに向け、計画的に品種転
換がされております。「ゆめいころ」をいち早く多くの方々に認知して頂き、選ばれる品種としての販売
戦略が重要となってきます。
　「男しゃく」と同様に長く愛される品種を目指すため、東京事務所としても販売企画部との連携によ
り、関係機関との人的ネットワークを通じ、首都圏ならではの「ゆめいころ」のブランディング活動の強化
に取り組んでいるところであります。
　今回、その取組みの一部をご紹介します。
　ＪＡ全農との連携により、11月13～16日の４日間、首都圏11店舗にてＡコー
プ全農グループフェアを開催し、「ゆめいころ」の販売推進を実施しました。
　市場やバイヤーなどの商流に関わる関係者には、事前にきたみらいの生産
現場に来て頂き、実際に「ゆめいころ」の生産過程や魅力を発信しながら、今
回のフェアの開催に至っております。
　Ａコープ全農グループフェアは、全国の旬の美味しさを届けるイベントとし
て高い評価を受けており、多くのご来場のお客様に「ゆめいころ」をＰＲする
ことができ、関係機関のご協力により大盛況のうちに終了致しました。
　今後も、多くの消費者に「ゆめいころ」の魅力を知って頂く取組みとして、
現在、大手コンビニやサラダ・コロッケメーカーとの商品開発などの協議を
行っておりますので、それぞれプレスリリース後には、組合員の皆様方に取組
み状況を都度ご紹介させて頂きます。

ハラスメント防止に向けた研修会開催
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山▲感謝状贈呈の様子

 （左：山崎支部長、右：福田政行初代支部長）

▲記念品のＴシャツを着て並ぶ歴代支部長
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ご登録を、お願いいたします。
携帯電話番号携帯電話番号の

0120-536-093
1

2

※応募には所定の条件がございます。（ＪＡ共済アプリをダウンロードのうえ、Webマイページに登録いただいた方が応募いただけます。） 

キャンペーンの
応募方法等の

詳細はこちら

実施中！実施中！今な
らSTEP 02STEP 01

STEP 02 STEP 03STEP 01 STEP 04

STEP 06 STEP 07STEP 05

25489000269

STEP 03 STEP 04



　　  なさん急に雪がふってきまし
　　　たね！
　12月15日の学校は雪がふって
休校になりました！（よっしゃー）
ママとパパの除雪をてつだいたい
と思います！

        害のない穏やかな年でありますようにと
　　　切に願います。

　2026年は力強さや行動力の象徴とされる午年です。みな

さんが活力に満ちて、大きな災害のない素敵な１年になる

ように私も願います！ 　12月15日は暴風雪警報がでて、臨時休業の店が出るほ
どの吹雪でした…。
　重たい雪で除雪が大変だったと思いますが、お手伝い頑
張りましたね！

（端野地区　西川　日菜さん）

（匿名希望さん）

1415

広報誌「おひさまサラダ」を当ＪＡのホームページで紹介しています。
右側にあるＱＲコードから閲覧できますので、ぜひご覧下さい。

をホームページで閲覧できます！

災 み

Ａ B C ED

二重マスの文字をＡ～Ｅの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？

①正月に食べる、モチ入り汁物といえば 

②どら焼きに挟み込まれているもの

③おせち料理の定番の一品。卵が材料の一つ

④交差○○、及第○○

⑤右手が○○○、という人が多数派です

⑦本を読み終えること

⑩ガラガラとのどを洗います

⑫旅立つ人の○○○○に駅のホームまで行った

⑬ワラや木やレンガの家を建てる童話があります

⑭漢字で書くと百足。足の多い生き物です

⑰椅子のこと。ロッキング○○○

⑲アルカリと混ぜると中和します

⑳焚くとよいかおりが広がります

ヨコのカギ

タテのカギ

応　募　方　法
　クロスワードパズルの答えが解った人は、別紙の応募用紙か、右のＱＲコードに答
えと広報誌へのご意見・ご感想を記入してＦＡＸ又は応募フォームでご応募下さい。
　抽選で６名の方に、ＪＡきたみらいの「オリジナル商品詰め合わせセット」をプ
レゼント致します。

まちがいさがしの答え…２・4・５・11・12

②メレンゲを作るときに使う道具

⑥鍋料理の締めにも使う麺

⑧晴れかなあ、雨かなあ

⑨牛、豚、鶏のものがよく流通しています

⑩令和8年の干支です

⑪歯ブラシにつけます

⑮自分の兄弟姉妹の息子

⑯ダルメシアンは○○模様の犬です

⑱書初め大会で○○○に選ばれた

⑳受験生が空欄に書き込んでいくもの

㉑単位はアンペアです

1 6

2 12

16

14 18 21

7 11

15

3 8 20
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年末年始の営業日程
月　日 曜日 Ａ Ｔ Ｍ 給 油 所

セ　ン　タ　ー
地 区 事 務 所

資 材 店 舗
整 備 工 場

金融・共済
窓　　口

※ＪＡ店舗以外のＡＴＭでは、以下の時間帯において手数料がかかります。
●平日の９：00～18：00以外　●土曜日の９：00～14：00以外　●日曜日祝日及び12月31日～１月３日のすべての時間帯

12月26日 金 営　　　業 営　　　業 営　業 営　業 営　業

29日 月 営　業営　業営　業休　　　業休　　　業

30日 火 営　業営　業休　　　業休　　　業

２日 金 休　業休　業休　業休　　　業休　　　業

３日 土 休　業休　業休　業休　　　業 休　　　業

日４日 休　業休　業休　　　業 休　　　業
営　業

（訓子府・相内・端野）
9:00～15:00

５日 月 営　業営　業営　業休　　　業休　　　業

６日 火 営　業営　業営　業営　　　業 営　　　業

31日 水 休　業

ピット作業

営　業

営　業

営　業

休　業

休　業

27日 土 休　業休　　　業休　　　業 営　業 営　業

28日 日
営　業

（訓子府・相内・端野）休　業 休　業休　　　業休　　　業 休　業

休　業

営　業

営　業

休　業休　業休　業休　　　業休　　　業

１月１日 木 休　業 休　業休　業休　業休　　　業休　　　業

営　業
（北見本店）

営　業
（9:00～15:00）
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URL  http://www.jakitamirai.or.jp    E-mail hp.kitamirai@kitamirai.ja-hokkaido.gr.jpJAきたみらいホームページ

・新年あけましておめでとうございます。早いもので今年１年が始まり
　ました。
・皆さまの今年の目標は何でしょうか？私の目標は、節約して貯金をす
　ることです。
　昨年は仕事帰りについついコンビニに寄ってしまい、飲み物等を買い浪
　費をしておりましたので今年は我慢をして節約に励みたいと思います。
・皆さまにとって今年も良い１年となることを願いまして、本年も宜し
　くお願い致します。　　　　　　　　　　　　　　　　（神田　貴章）

（令和７年12月17日現在）

・組 合 員 数（正）

・組 合 員 数（准）

・組合員戸数（正）

・貯　　　金

・貸　出　金

・出　資　金

1,569人

5,401人

809戸

120,913百万円

14,782百万円

5,167百万円

Ｂ
の
イ
ラ
ス
ト
に
は
、
Ａ
の
イ
ラ
ス
ト
と
違
う
部
分
が
５
カ
所
あ
り
ま
す
。

間
違
っ
て
い
る
部
分
を
右
下
の
イ
ラ
ス
ト
の
中
の
数
字
で
探
し
ま
し
ょ
う
。

◆何分で解けるかな？家族、親戚みんなで挑戦してみてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（答えは15ページ下です）

出題・イラスト：酒井栄子


